
■トリゴヤ（鳥追い小屋）

■雪宮

六
郷
の
カ
マ
ク
ラ
行
事
＆

関
連
イ
ベ
ン
ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

★
鳥
追
い
小
屋・雪
宮

★
天
筆

　

鳥
追
い
小
屋
や
雪
宮
が
各
町
内
で
作
ら
れ

ま
す
。
美
郷
町
観
光
協
会
で
は
鳥
追
い
小
屋

と
雪
宮
の
出
来
映
え
を
審
査
す
る
コ
ン
ク
ー

ル
を
実
施
し
ま
す
。

コ
ン
ク
ー
ル
審
査
日
時
●

　
　
　

２
月
14
日
㈫　

午
前
９
時
30
分
〜

郷
の
カ
マ
ク
ラ
」
が
始
ま
る
と
、

各
町
内
で
雪
洞
・
雪
室
づ
く
り

が
始
ま
り
ま
す
。
横
手
市
で
は

こ
れ
を
「
か
ま
く
ら
」
と
呼
び
、
六
郷
地
域

で
は
「
ト
リ
ゴ
ヤ
（
鳥
追
い
小
屋
）」
と
言

い
ま
す
。

　

元
来
は
、
害
鳥
を
追
い
払
う
た
め
に
子
ど

も
や
老
人
が
詰
め
た
田
畑
に
作
ら
れ
た
小
屋

の
こ
と
で
す
が
、
こ
こ
で
は
正
月
の
雪
の
中

で
疑
似
の
農
作
業
を
行
っ
て
新
年
の
豊
作
を

願
う
農
耕
予
祝
行
事
の
一
つ
で
す
。

　

以
前
は
小
正
月
に
子
ど
も
た
ち
が
鳥
追
い

の
唄
を
歌
い
な
が
ら
家
々
を
ま
わ
り
、
各
家

で
子
ど
も
た
ち
が
来
る
の
を
待
っ
て
餅
や
お

菓
子
を
与
え
て
い
ま
し
た
が
、
今
で
は
ほ
と

ん
ど
の
地
区
で
「
ト
リ
ゴ
ヤ
」
を
作
る
風
習

だ
け
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
ト
リ
ゴ
ヤ
」
と
併
せ
て
、
雪
の

神
殿
（
雪
宮
）
が
作
ら
れ
ま
す
。
15
日
に
は
、

小
正
月
の
餅
つ
き
を
行
い
、
柳
ま
ゆ
玉
を
作

っ
て
神
棚
に
飾
り
ま
す
。
ま
ゆ
玉
は

餅
花
、
団
子
花
と
も
呼
ば
れ
、
柳
の

小
枝
に
ま
ゆ
玉
の
餅
を
付
け
て
作
り

ま
す
。
こ
れ
は
稲
穂
を
か
た
ど
っ
た

も
の
で
、
神
棚
や
米
俵
の
上
に
立
て

て
豊
作
を
祈
願
し
ま
す
。

　

各
戸
や
町
内
施
設
な
ど
に
掲
揚
さ
れ
ま
す
。

■
天
筆
書
き
体
験

会
場
●
名
水
市
場
湧
太
郎　

國
之
譽
ホ
ー
ル

時
間
●
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　
　
　

※
15
日
の
み
午
後
７
時
ま
で

料
金
●
１
組
２
０
０
円

■
観
光
鳥
追
い
小
屋
で
の
お
も
て
な
し

会
場
●
名
水
市
場
湧
太
郎
隣

　
　
　

多
目
的
駐
車
場

内
容
●
甘
酒
の
振
舞
い
、竹
う
ち
体
験 

な
ど

■
カ
マ
ク
ラ
ジ
ャ
ズ

会
場
●
名
水
市
場
湧
太
郎
【
入
場
料
無
料
】

時
間
●
午
後
５
時
〜

出
演
予
定
者
●

　
　
　

菅
野
義
孝
ジ
ャ
ズ
ギ
タ
ー
ラ
イ
ブ
、

　
　
　

美
郷
ジ
ャ
ズ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ 

ほ
か

■
み
さ
と
や
く
み
ぜ
ん
に
よ
る

　

酒
粕
鍋
の
振
舞
い

会
場
●
観
光
鳥
追
い
小
屋　

時
間
●
正
午
〜　

１
０
０
食
限
定

２
月
11
日
〜
２
月
15
日

２
月
12
日

鳥
追
い
行
事・雪
宮

「
六

が
始
ま
る
と
、

雪
室
づ
く
り

元
来
は
、
害
鳥

も
や
老
人
が
詰
め

こ
れ
を

で
は
「

い
ま
す

郷各

問
●
美
郷
町
観
光
協
会

　
　

☎
０
１
８
７（
８
４
）０
１
１
０
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「南軍の勝利を願って
一生懸命に頑張ります！」

「去年までの戦績が北軍21勝
南軍20勝と力は拮抗している
ので、今年も勝利できるように
全力を尽くします」

入海 義臣 さん

梅川 朝一 さん

★
竹
う
ち

会
場
●
カ
マ
ク
ラ
畑
公
園

時
間
●
午
後
８
時
〜

■
竹
う
ち
ジ
ャ
ズ

会
場
●
秋
田
諏
訪
宮
【
入
場
料
無
料
】

時
間
●
午
後
４
時
30
分
〜
午
後
５
時
45
分

出
演
予
定
者
●

　
　
　

美
郷
ジ
ャ
ズ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

■
美
郷
民
話
の
会
に
よ
る
昔
語
り

会
場
●
①
観
光
鳥
追
い
小
屋

　
　
　

②
秋
田
諏
訪
宮

時
間
●
①
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
２
時
30
分

　
　
　

②
午
後
６
時
〜
午
後
７
時

■
餅
つ
き
＆
お
餅
の
振
舞
い

会
場
●
名
水
市
場
湧
太
郎

時
間
●
午
後
３
時
〜　

２
回

２
月
15
日

　２月15日のカマクラ会場で燃やす松ニオの
一部となる松飾りについては、六郷地区を巡回
して回収していますが、近年、直接会場に持ち
込まれる方が多く見受けられ、会場付近の道路
が渋滞しています。事故を引き起こす原因にな
りますので、会場には松飾り等を直接持ち込ま
ないようご協力をお願いします。
※松飾り以外のものは回収しません。

六郷のカマクラ行事
松飾りの回収について

問●六郷カマクラ保存会事務局
（美郷町学友館内）　☎0187(84)4040

竹
う
ち

月
15
日
、
夕
刻
に
な
る
と
「
ボ
ヘ

日
、
夕
刻
に
な
る
と
「
ボ
ヘ

ー
ボ
ヘ
ー
」
と
い
う
木
貝
の
音
が

ー
ボ
ヘ
ー
」
と
い
う
木
貝
の
音
が

響
き
渡
り
、
各
町
内
で
必
勝
祈
願

響
き
渡
り
、
各
町
内
で
必
勝
祈
願

の
出
陣
式
が
行
わ
れ
、
参
加
者
た

の
出
陣
式
が
行
わ
れ
、
参
加
者
た

ち
が
続
々
と
会
場
で
あ
る
カ
マ
ク

ち
が
続
々
と
会
場
で
あ
る
カ
マ
ク

ラ
畑
に
集
い
ま
す
。

ラ
畑
に
集
い
ま
す
。

　

町
内
の
六
郷
地
区
が
南
軍
、
北

　

町
内
の
六
郷
地
区
が
南
軍
、
北

軍
に
分
か
れ
、
７
、
８
メ
ー
ト
ル

軍
に
分
か
れ
、
７
、
８
メ
ー
ト
ル

も
の
青
竹
で
叩
き
あ
う
「
竹
う
ち
」

は
、
新
し
い
年
の
吉
凶
を
占
う
神

事
で
す
。
３
回
戦
っ
て
勝
敗
が
決

ま
り
、
北
軍
が
勝
て
ば
豊
作
、
南

軍
が
勝
て
ば
米
価
が
上
が
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
竹
う
ち
は
、
昔
、
天
筆
を

焼
き
に
集
ま
っ
た
人
々
の
間
で
偶

発
的
に
発
生
し
た
も
の
だ
と
さ
れ

て
お
り
、
最
初
は
火
の
粉
を
浴
び

る
た
め
に
に
四
方
八
方
か
ら
天
筆

の
竹
で
叩
き
あ
っ
て
い
た
と
の
記

録
が
残
っ
て
い
ま
す
。

2
月
15
日
、
夕
刻
に
な
る
と
「
ボ
ヘ

ー
ボ
ヘ
ー
」
と
い
う
木
貝
の
音
が

響
き
渡
り
、
各
町
内
で
必
勝
祈
願

の
出
陣
式
が
行
わ
れ
、
参
加
者
た

ち
が
続
々
と
会
場
で
あ
る
カ
マ
ク

ラ
畑
に
集
い
ま
す
。

　

六
郷
地
区
が
南
軍
、
北
軍
に
分

か
れ
、
７
、
８
メ
ー
ト
ル
も
の
青

竹
で
叩
き
あ
う
「
竹
う
ち
」
は
、

新
し
い
年
の
吉
凶
を
占
う
神
事
で

す
。
３
回
戦
っ
て
勝
敗
が
決
ま
り
、

北
軍
が
勝
て
ば
豊
作
、
南
軍
が
勝

て
ば
米
価
が
上
が
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
竹
う
ち
は
、
昔
、
天
筆
を

焼
き
に
集
ま
っ
た
人
々
の
間
で
偶

発
的
に
発
生
し
た
も
の
だ
と
さ
れ

て
お
り
、
最
初
は
火
の
粉
を
浴
び

る
た
め
に
に
四
方
八
方
か
ら
天
筆

の
竹
で
叩
き
あ
っ
て
い
た
と
の
記

録
が
残
っ
て
い
ま
す
。

2

勝利を願願って
命に頑張りります！」

一 さん

れ
わ 竹

の
竹
で

新新
、、
新
し

事
で
す
。
３

北ま
り
、
り
北
軍がが

て
ば
米

わ
れ
い
ま
す

ここき
焼
き

発
的

に
四
方
八
方
か
ら

に
四
方
八
方
か
ら
天

き
あ
っ
て
い
た
と
の

き
あ
っ
て
い
た
と
の

て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。

六
松

浴
び
浴
び

天天
筆

の
記

北軍
総大将

南軍
総大将
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